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１．組織の概要 

（１）事業所名及び代表者氏名 

株式会社キクシマ  

代表取締役 菊嶋 秀生 

 

（２）所在地 

本社 〒234-0054 神奈川県横浜市港南区港南台 4-39-7 

工場 〒234-0054 横浜市港南区港南台 4-38-1 

関内オフィス 〒231-0003 横浜市中区北仲通 3-34-2 キクシマ関内ビル 6Ｆ 

      

 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者  石井 貞男 

担当者        辻 彩女 

連絡先 電話  045-833-3663        ＦＡＸ  045-388-3804 

ｅ-mail a.tsuji@kikushima.co.jp 

 

（４）事業活動の内容 

〇総合建設業（設備工事含む）    〇鋼構造物製作業 

 

（５）事業の規模  

2021 年度          2022 年度 

受注件数（件）     558  527 

売上高 (百万円)※     5768 5959 

従業員数 (人)     73 71 

延床面積 (ｍ2)     8520.61 8520.61 

     ※売上額 約 3％増 

 

２．対象範囲 

（１）認証・登録対象組織 

本社、関内オフィス、工場 

（２）認証・登録対象活動 

当社で行う全ての業務 
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３．環境管理体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職 責任及び権限 

代表取締役社長 １， 環境管理責任者の任命 

２， 経営における課題とチャンスの明確化 

３、環境方針の制定 

４、環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備 

５、環境経営システムの定期的見直しの実施 

６、社内情報の外部公開可否決定 

環境管理責任者 １、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２、社長への環境経営システムの実施状況報告 

３、推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営 

４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施 

５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

６、環境関連文書及び記録の作成、整理 

部門責任者 １、 環境経営システムの方針、実施計画を自部門で 

実施、維持、継続的改善 

２、環境上の緊急事態への準備及び対応 

従業員 １、 環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する 

 

代表取締役社長 

菊嶋 秀生 

   環境管理責任者 

石井 貞男 

本社 

兼本 有紀子 

 

○   

○ 

 

 

工場 

中塚 昌秀 

   

    

 

 

ＥＡ２１事務局 

渋谷亮/太田啓史/村上凌/ 

城菜々/徳永あずみ/辻彩女 

関内オフィス 

溝辺 強子 

工事部 

森下 仁 

所属従業員 所属従業員 所属従業員 所属従業員 
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４．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社キクシマ環境経営方針 

基本理念 

当社は、地球環境の保全が人類共通の重要課題であることを認識して環境経営に取

り組み、事業活動のあらゆる面で環境保全に配慮した行動をすることにより、“人と街

が輝く未来”を目指すとともに、次世代への継承に貢献します。 

 

環境経営方針 

１ 環境経営システムを効果的に運用して環境保全の向上に努め、システムの継続的

改善を図ります。 

 

２ 環境関連法規、条例等を遵守し、環境汚染の未然防止に努めるとともに、次の活

動に取組み、環境負荷の低減に努めます。 

（１）電気、ガソリン等の省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。 

（２）分別を徹底し、廃棄物の削減とリサイクルによる資源化を推進します。 

（３）適正使用による節水を推進し、総排水量を削減します。 

（４）環境にやさしい建材や製法を採用し、製造工程にサステナビリティを取り入れます。 

（５）業務の IOT 化によるペーパーレス化などにて、資源の有効利用を図ります。 

 

３ この環境方針を全従業員に周知するとともに、環境教育を実施して、環境保全意

識の向上に努めます。 

 

 

2021 年 10 月 1 日制定 

 
株式会社キクシマ 

 
代表取締役 菊嶋 秀生  
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５．(基準年の環境負荷と)環境経営目標（全体） 

環境目標 項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 

2021 年度 2022 年度 2023 

年度 

2024 

年度 

1％削減 ２％削減 ３％削減 

１．二酸化

炭素排出

量削減 

ＣＯ２総量 

(Ｋｇ－ＣＯ２) 

 

208,071 205,990 203,910 201,829 

①電力使

用量の削

減 

電力使用量 

 

  (ｋWh) 

282,995 280,165 277,335 274,505 

②ガソリン

使用量の

削減 

ガソリン使用

量 

 

   (L） 

35,430 35,076 34,721 34,367 

③軽油使

用量の削

減 

 

軽油使用量  

  （L） 

6,496 6,431 6,366 6,301 

        

２．一般廃

棄物排出

量の削減 

一般廃棄物

排出量（Ｋｇ） 

1,878 

 
1,859 1,840 1,822 

 

３．産業廃

棄物再資

源化率の

向上 

再資源化率 

 

（％） 

 

98 98 98 98 

４．水使用

量の削減 

 

水の使用量

（㎥） 

2,111 
2,090 

 

2,069 

 

2,048 

 

5．環境配

慮工事の

受注拡大 

環境配慮工

事受注件数

割合（％） 

57 58 59 60 

※電力のＣＯ２排出係数は 0.364Ｋｇ－ＣＯ２/KWｈ及び 0.442Ｋｇ－ＣＯ２/KWｈを使用。 

※都市ガス及び灯油を使用しているが微量のため目標化はしない。 

※化学物質は使用していません。 
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５-1．(基準年の環境負荷と)環境経営目標（本社） 

環境目標 項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 

2021 年度 2022 年度 2023 

年度 

2024 

年度 

1％削減 ２％削減 ３％削減 

１．二酸化

炭素排出

量削減 

ＣＯ２総量 

(Ｋｇ－ＣＯ２) 

 

102,544 
101,519 

 

100,493 

 

99,468 

 

①電力使

用量の削

減 

電力使用量 

 

  (ｋWh) 

55,713 
55,156 

 

54,599 

 

54,042 

 

②ガソリン

使用量の

削減 

ガソリン使用

量 

 

   (L） 

35,430 
35,076 

 

34,721 

 

34,367 

 

        

２．一般廃

棄物排出

量の削減 

一般廃棄物

排出量（Ｋｇ） 

1,797 1,779 

 

1,761 

 

1,743 

 

４．水使用

量の削減 

 

水の使用量

（㎥） 

     

118  

 

117 

 

116 

 

114 

 

※電力のＣＯ２排出係数は 0.364Ｋｇ－ＣＯ２/KWｈを使用。 

※都市ガス及び灯油を使用しているが微量のため目標化はしない。 
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５-２．(基準年の環境負荷と)環境経営目標（関内オフィス） 

環境目標 項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 

2021 年度 2022 年度 2023 

年度 

2024 

年度 

1％削減 ２％削減 ３％削減 

１．二酸化

炭素排出

量削減 

ＣＯ２総量 

(Ｋｇ－ＣＯ２) 

 

17,002 
16,832 

 

16,662 

 

16,492 

 

①電力使

用量の削

減 

電力使用量 

 

  (ｋWh) 

46,709 
46,242 

 

45,775 

 

45,308 

 

        

２．一般廃

棄物排出

量の削減 

一般廃棄物排

出量（Ｋｇ） 

81  

 

80 

 

79 

 

79 

 

４．水使用

量の削減 

 

水 の 使 用 量

（㎥） 
184  

 

182 

 

180 

 

178 

 

６．環境配

慮工事の

受注拡大 

環境配慮工

事受注件数割

合（％） 

57 58 59 60 

※電力のＣＯ２排出係数は 0.364Ｋｇ－ＣＯ２/KWｈを使用 
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５-３．(基準年の環境負荷と)環境経営目標（工場） 

環境目標 項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 

2021 年度 2022 年度 2023 

年度 

2024 

年度 

1％削減 ２％削減 ３％削減 

１．二酸化

炭素排出

量削減 

ＣＯ２総量 

(Ｋｇ－ＣＯ２) 

 

51,874 

 

51,355 

 

50,837 

 

50,318 

 

①電力使

用量の削

減 

電力使用量 

 

  (ｋWh) 

94,672 

 

93,725 

 

92,779 

 

91,832 

 

③軽油の

削減 

 

軽油の量  

  （L） 

6,496  

 

6,431 

 

6,366 

 

6,301 

 

        

３．産業廃

棄物再資

源化率の

向上 

再 資 源 化 率

（％） 

 

98  

 

 

98 

 

98 

 

98 

４．水使用

量の削減 

 

水 の 使 用 量

（㎥） 
395  

 

391 

 

387 

 

383 

 

※電力のＣＯ２排出係数は 0.364Ｋｇ－ＣＯ２/KWｈを使用 

※都市ガス及び灯油を使用しているが微量のため目標化はしない。 
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５-４．(基準年の環境負荷と)環境経営目標（現場） 

環境目標 項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 

2021 年度 2022 年度 2023 

年度 

2024 

年度 

1％削減 ２％削減 ３％削減 

１．二酸化

炭素排出

量削減 

ＣＯ２総量 

(Ｋｇ－ＣＯ２) 

 

36,650  

 

36,284 

 

35,917 

 

35,551 

 

①電力使

用量の削

減 

電力使用量 

 

  (ｋWh) 

85,901  

 

85,042 

 

84,183 

 

83,324 

 

        

３．産業廃

棄物再資

源化率の

向上 

再 資 源 化 率

（％） 

 

99.8  

 

 

99 

 

99 

 

99 

４．水使用

量の削減 

 

水 の 使 用 量

（㎥） 
1,414  

 

1,400 

 

1,386 

 

1,372 

 

        

※電力のＣＯ２排出係数は 0.442Ｋｇ－ＣＯ２/KWｈを使用 

※都市ガス及び灯油を使用しているが微量のため目標化はしない。 
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６．環境経営計画の内容 

  当社の環境保全に向けた具体的な取組の内容を以下に示します。 

 １．二酸化炭素排出量削減 

（１） 電気使用量の削減 

① 使用していない照明やパソコンを消すことによる電力使用量の抑制 

② 冷暖房の温度の設定管理とエアコンの清掃 

③ 業務の効率化による残業の抑制・完全週休二日制による稼働時間の抑制 

④ 現場での仮設証明の LED 化推進 

（２） ガソリン及び軽油使用量の削減 

① 燃料効率の良い速度で運転 

② 効率の良い配車計画による車利用 

③ アイドリングストップ 

④ 適正な空気圧の保持 

⑤ 適正な車両の整備 

⑥ ハイブリッド車への切り替え 

⑦ 車載の荷重の削減 

   (３)都市ガス使用量の削減 

     ①不使用時 Off の徹底 

     ②給湯器夏期の Off 

  （４）再エネ電力への切り替え 

 

２． 廃棄物排出量の削減 

① 廃棄物の分別の徹底 

② コピー用紙の裏紙利用 

③ 古紙リサイクルの活用 

④ ipad 等活用によるぺ－パ－レス化 

 

３． 産業廃棄物リサイクル率の向上 

① 産業廃棄物の分別の徹底（スクラップ、木材、廃プラ、段ボール、その他） 

② 使用しなかった余剰部材の現場間でのやりとり 

③ スクラップ発生率の削減 

④ マニュフェスト管理の徹底 

 

４． 水使用量の削減 

① 節水意識の喚起 

② 節水表示板の設置 

 

 

５．環境配慮工事の受注拡大 

① 太陽光パネルの取り付けほか、環境配慮型住宅に関する提案 

② PR チラシの作成 

③ WEB 閲覧可能な PR 媒体の創出 

④ 二重サッシなどの採用の提案 

 

このほか、SDGs 宣言に記載の各目標達成に努めることをエコアクション 21 に関する取り組みと捉え、実践

に努めます。 
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７．環境経営計画、環境経営目標の実績、取組結果とその評価(全体) 

 

環境活動計画 

取組結果とその評価（2022 年 1 月～2022 年 12 月） 

環境目標 実績 
達成

区分 
環境経営計画の取組み評価 

１．二酸化炭素削減 

ｋｇ－CO2  

205,990 204,216        

          

○ CO2 排出量の少ない電力会社への切り

替えが進んだことにより各使用料は増加

をしているもののこの値のみ減少。 

① 電力使用量の削減 

・エアコンの温度管理 

・パソコンの電源 OFF・消灯

の徹底 

・残業の抑制・稼働時間の

抑制 

・仮設証明の LED 化推進 

280,165 

kWh 

281,468 

kWh 

× 

 

・受注の拡大のため使用料増加 

 

※実績-３％＝273,023 

この数値だと目標値達成 

② ガソリン使用量の削減 

・効率の良い速度 
・配車計画 
・アイドリングストップ 
・適正な空気圧の保持 
・適正な車両の整備 
・ハイブリッド車への切り替え 
・車載の荷重の削減車両の
点検整備の徹底 
・エコドライブの徹底 
・運転者教育の実施 

 

  35,076 

    Ｌ 

 

39,204 

    Ｌ 

 

× 

・業務量の増大により目標未達となっ

た。 

 

※実績-3％＝38,027 

この場合でも目標値未達成 

③ 軽油の削減 

 ・効率の良い速度 
・配車計画 
・アイドリングストップ 
・適正な空気圧の保持 
・適正な車両の整備 
・ハイブリッド車への切り替え 
・車載の荷重の削減車両の
点検整備の徹底 
・エコドライブの徹底 

・運転者教育の実施 

 

 

 6,431 

    Ｌ 

 

  2,130 

    Ｌ 

 ○  

２．廃棄物排出量削減 

・廃棄物の分別の徹底 

・コピー用紙の裏紙利用 

・古紙リサイクルの活用 

・ipad 等活用 

   1,859 

Ｋｇ 

3,193 

Ｋｇ 

 

× 

・関内オフィスにての計測を 1 年継続し

たため、今回初めて実数が計測でき

た。（目標値は本社 1 年分+関内 3 か

月分によるもの） 

３．産業廃棄物リサイクル率の

向上・産業廃棄物の分別の

徹底・余剰部材のやりとり 

・スクラップ発生率の削減 

95％ 

 

60.07% × ・廃棄物分別に努めるもリサイクル率は

減少となった。 



 13 

４．水使用量の削減 

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設置 

2,090 

   ㎥ 

2,386 

 ㎥ 

 

× 

・受注の増大につき使用量が増えた。 

 

※実績-3％＝2,314 

この場合でも目標値未達成 

 

 

５． 環境配慮工事の受注拡大 

・環境配慮型住宅に関

する提案 

・PR チラシの作成 

・WEB 閲覧可能な PR  

・二重サッシなどの提案 

環境配慮工事受注

件数割合（％） 

58％ 45％ × ・件数割合は減少するも、グループ会社

との共同事業にて ZEH モデルルームに

着手するなど環境配慮型住宅との関り

が深まった。 

○：目標達成、×：目標未達 
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８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画（全体） 

 

 

環境目標 

環境経営目標及び環境経営計画（2023 年 1 月～2023 年 12 月） 

基準値 

 

環境目標 

1％削減 

 

担当者 
次年度の取組内容 

１二酸化炭素 

排出量削減        
204,216 

kg-co2. 

202,173 

 kg-co2 

          

辻  

① 電力使用量の削減 

 

281,468 

kWh 

278,653 

kWh 

辻 ・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

・不使用機器電源 Off の徹底 

・電灯の LED 化推進 

② ガソリン使用量の 

削減 

 

39.204 

Ｌ 

38,811 

   Ｌ 
辻 ・運転者教育の実施を再度行う 

・エコドライブの徹底 

・車両の点検整備の徹底 

・効率の良い配車計画 

③ 軽油使用量の 

削減 

 

2,130 

L 

2,108 

L 

辻 ・不使用時 Off の徹底 

・給湯器夏期の Off 

２．廃棄物排出量削減 

 

3,193 

Ｋｇ 

3,161 

  Ｋｇ 

 辻 ・排出量把握の徹底を図る。 

・コピー用紙の裏紙使用 

・分別廃棄の徹底 

３．産業廃棄物リサイク

ル率の向上 

 

60.07％  60.67％ 辻 ・廃棄物分別の徹底 

・マニュフェストの確実な発行 

・現場パトロールの強化 

４．水使用量の削減 

 

2,386 

     ㎥ 

      2,362 

     ㎥ 

辻 ・節水意識の喚起 

・漏水のチェック 

５． 環境配慮工事の受

注拡大環 

境配慮工事受注件数割

合（％） 

 

45％ 46％ 辻 ・PR チラシの作成 

・ZEH 建売住宅の販売 

・改修建売住宅の販売 
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。 

承認 確認者 

 
 

 

適用環境関連 

法規等 

適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 確認日 

廃棄物処理法 一般廃棄物の適正処理、産業廃棄物（汚泥、金属

クズ、廃プラ、廃油等）マニュフェストの交付 

〇 2022 年 

12 月 1 日 

騒音規制法 プレス機、切断機（工場）  〇 12 月 1 日 

 

振動規制法 プレス機、切断機（工場）  〇 12 月 1 日 

 

建設リサイクル法 特定建設資材リサイクル 〇 12 月 1 日 

容器包装リサイク

ル法 

容器包装廃棄物の適正処理 〇 12 月 1 日 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理 ━ 12 月 1 日 

小型家電リサイク

ル法 

使用済み小型電子機器の適正処理 

 

━ 12 月 1 日 

自動車ＮＯｘ・    

ＰＭ法 

使用車両の窒素酸化物、排出基準に適合 〇 12 月 1 日 

フロン排出抑制法 第一種特定製品の点検、管理 

冷媒用フロンの適正回収、破壊の措置 

〇 12 月 1 日 

建築基準法 石綿含有物の使用禁止、内装仕上げ材 〇 12 月 1 日 

消防法 少量危険物の貯蔵・取扱いの基準 〇 12 月 1 日 

    

    

                                              ━  期間中非該当 

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり 

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去 3 年間ありません。 
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１０．代表者による全体評価と見直しの結果 

活動期間中における受注の増加の影響にて電気・水・ガソリンなどの各エネルギー使用

量は増加していたものの、CO2排出量の少ない電力会社へ積極的に切り替えることによっ

て排出量そのものはわずかに減少しました。 

前年との売上額を比較し、計数を掛けてみるなど試してみると達成の可否が逆転する項

目もありましたが、全体的に数値が上がった傾向にあった 1 年間でした。 

今後も大きな受注があるため依然として排出量は増加傾向にあることは否めませんが、

ゴミの分別ほか日々の取組によって環境保全とのバランスを取りながら企業活動に邁進し

てまいります。 

 

以 上 


